
も く じ

11
月
下
旬
に
、
全
国
過
疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
優
良
事
例
と
し
て
、
8
つ
の
団
体
が
表
彰
さ
れ

た
。
私
が
担
当
し
た
分
科
会
で
は
、秋
田
県
能
代
市
、

新
潟
県
佐
渡
市
、
岐
阜
県
白
川
町
、
福
岡
県
香
春
町

の
4
団
体
に
実
践
報
告
を
頂
い
た
。
開
始
前
か
ら
登

壇
者
の
皆
さ
ん
が
お
互
い
の
地
元
を
紹
介
し
合
っ
て

盛
り
上
が
り
、
地
域
で
活
動
す
る
楽
し
さ
に
満
ち
て

い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
明
る
さ
の
源
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
。

各
地
の
報
告
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
様
々
な
変
化

を
し
な
や
か
に
受
け
止
め
る
姿
勢
で
は
な
い
か
と
私

な
り
に
考
え
た
。
能
代
市
の
自
治
組
織
で
は
、
代
々

受
け
継
が
れ
た
地
域
の
森
林
資
源
を
フ
ル
活
用
し
、

み
ん
な
に
出
番
を
生
み
出
し
て
い
る
。
香
春
町
の
農

村
R
M
O
で
は
、
学
校
の
統
廃
合
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

要
素
を
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
捉

え
、住
民
間
で
の
対
話
を
深
め
て
い
た
。
佐
渡
で
は
、

地
域
で
途
絶
え
た
盆
踊
り
を
U
タ
ー
ン
者
が
復
活
さ

せ
よ
う
と
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

こ
と
か
ら
、
地
域
の
関
わ
り
し
ろ
が
内
と
外
の
両
面

に
広
が
っ
て
い
る
。
白
川
町
で
は
、
地
域
を
支
え
る

多
様
な
仕
事
を
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
と
し
て
提
案
し
よ
う

と
、「
地
域
の
人
事
部
」
に
あ
た
る
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
う
し
て
動
き
出
し
た
有
志
は
、
地
域
に
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
を
自
ら
生
み
出
し
、
そ
の
対
象
も
、
食
堂

や
駄
菓
子
屋
、
新
聞
、
ビ
ー
ル
か
ら
、
ご
当
地
ソ
ン

グ
や
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ー
ド
、
電
気
に
至
る
ま
で

実
に
幅
広
い
。
仲
間
が
い
れ
ば
何
で
も
作
り
出
せ
る

自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
地
域
の
若
手

や
小
中
高
校
生
も
惹
き
寄
せ
ら
れ
、
参
加
の
場
も
広

が
り
を
見
せ
る
。

地
方
創
生
2
・
0
の
目
標
に
、「
若
者
・
女
性
に

も
選
ば
れ
る
地
方
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

に
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
今
回
表
彰
さ
れ
た
現
場

で
は
、
み
ん
な
が
「
心
理
的
安
全
性
」
が
保
て
る
場

を
新
た
に
創
り
出
す
こ
と
で
、
そ
こ
に
多
彩
な
顔
ぶ

れ
が
自
然
と
呼
び
込
ま
れ
、
老
若
男
女
が
に
ぎ
や
か

に
暮
ら
せ
る
地
域
に
転
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、

み
ん
な
の
自
治
を
取
り
戻
す
発
想
こ
そ
、
地
方
創
生

に
求
め
ら
れ
よ
う
。
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雲海に浮かぶ、石鎚山天狗岳（愛媛県西
さい

条
じょう

市・久
く

万
ま

高
こう

原
げん

町）

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

西条市と久万高原町にまたがる石
鎚山は、西日本最高峰にして日本
七霊山の一つとして知られる。古
来より信仰の山として崇められ、現
在でも白装束をまとい、法螺貝を
吹き鳴らす修験者の姿がときおり
見られる。四季折々に見せる景観
もまた神秘的で、登山やトレッキン
グ、スキーなど、自然を生かしたア
クティビティも広く親しまれている。

み
ん
な
の
自
治
を
取
り
戻
す
過
疎
地
域
の
挑
戦

法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授

図ず

司し
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想

中
島
行
政
副
委
員
長
が
「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会
」
に
出
席
�
��

⑵

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
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12
名
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町
村
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が
修
了
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⑶

「
未�

来
技
術
社
会
実
装
事
業
」
の
ご
紹
介　

～
関
係
府
省
庁
の
伴
走
型
支
援
に
よ
る
未
来
技
術
を�

活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
～　

内
閣
府　

地
方
創
生
推
進
事
務
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大
輔
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⑷
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改
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ニ
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拓
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総
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広
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大
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聞
く
～
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中
島
栄
行
政
委
員
会
副
委
員
長
（
茨
城
県
美
浦
村
長
）
を
は
じ
め
と
す
る

地
方
六
団
体
代
表
は
12
月
５
日
、「
地
方
創
生
に
関
す
る
地
方
六
団
体
と
の

意
見
交
換
会
」
に
出
席
し
、
黄
川
田
仁
志
地
方
創
生
担
当
、
地
域
未
来
戦
略

担
当
大
臣
と
「
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、
令
和
８
年
度
概
算
要
求
及
び
税
制

改
正
」
及
び
「
地
域
未
来
戦
略
の
推
進
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

冒
頭
、
黄
川
田
大
臣
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
地
方
創
生
は
従
来
通
り
し
っ
か
り
進
め
る
。

加
え
て
、
地
域
未
来
戦
略
を
推
進
し
、
強
い

経
済
の
実
現
に
向
け
て
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形

成
や
販
路
開
拓
支
援
を
進
め
る
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
で
２
兆
円
を
措
置

し
、
物
価
高
騰
対
策
や
中
小
企
業
支
援
を
含

め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
「
人
口

戦
略
本
部
」を
設
置
し
、若
者
や
女
性
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
移
住

支
援
や
関
係
人
口
拡
大
、
地
方
拠
点
強
化
税

制
の
拡
充
な
ど
を
進
め
る
考
え
が
示
さ
れ
た
。

続
い
て
、
地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
阿

部
守
一
全
国
知
事
会
会
長
（
長
野
県
知
事
）

が
挨
拶
を
行
い
、「
物
価
高
騰
対
策
に
必
要

な
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
拡
充
、
地
域
未

来
戦
略
を
進
め
る
た
め
の
地
方
交
付
税
増
額

な
ど
を
決
定
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
。
今

後
も
税
財
源
の
偏
在
是
正
や
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
国
と
地
方
が
緊

密
に
連
携
し
て
地
域
未
来
戦
略
の
実
効
性
を

高
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
、
本
会
を
代

表
し
て
出
席
し
た
中
島
行
政
副
委
員
長
は
、 ▲�発言する中島行政副委員長

（オンライン出席）

▲発言する黄川田大臣

全 国 町 村 会全 国 町 村 会
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全
国
町
村
会
（
会

長
・
棚
野
孝
夫
北
海

道
白
糠
町
長
）
は
、

12
月
11
日
、
全
国
町

村
会
館
で
令
和
７
年

度
「
デ
ジ
タ
ル
創
発

塾
」
の
修
了
式
を

行
っ
た
。「
デ
ジ
タ

ル
創
発
塾
」
は
、
自

治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組

や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
地
域
の

課
題
解
決
等
の
施
策

に
積
極
的
に
対
応
で

き
る
担
当
者
の
養
成

を
め
ざ
し
て
令
和
４

年
７
月
に
開
講
し
た

も
の
で
、
今
回
は
12

名
の
町
村
職
員
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

含
め
た
全
５
回
に
わ

た
る
講
義
・
演
習
や

課
題
発
表
等
す
べ
て

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

終
え
、
修
了
式
を
迎

え
た
。

人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
進
ま

ず
、
若
者
・
女
性
の
流
出
が
続
い
て
い
る
現

状
を
指
摘
。「
地
域
に
雇
用
を
生
み
、
人
口

減
少
後
も
経
済
規
模
を
維
持
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
農

林
水
産
業
の
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
や
六
次

産
業
化
・
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
『
稼
げ
る

地
方
経
済
』
の
創
出
を
要
望
。
若
者
・
女
性

に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
所
得
格

差
是
正
、
中
小
企
業
支
援
、
起
業
促
進
、
関

係
人
口
拡
大
な
ど
の
施
策
の
ほ
か
、
町
村
独

自
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
求
め
た
。

最
後
に
、
地
方
六
団
体
か
ら
の
意
見
を
受

け
、
黄
川
田
大
臣
は
、「
地
域
未
来
戦
略
に

変
わ
り
、
地
方
創
生
は
ど
う
な
る
の
か
」
と

の
心
配
の
声
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
従

来
の
地
方
創
生
を
継
続
し
、
そ
の
土
台
の
う

え
で
地
域
未
来
戦
略
を
立
て
て
い
く
」
と
説

明
し
た
上
で
、
地
域
未
来
戦
略
交
付
金
に
つ

い
て
、
必
要
な
予
算
額
の
確
保
に
取
り
組
む

姿
勢
を
示
し
た
。

ま
た
、
移
住
支
援
事
業
の
拡
充
や
二
地
域

居
住
を
含
む
関
係
人
口
の
増
加
、
地
方
拠
点

強
化
税
制
の
継
続
・
拡
充
、
中
小
企
業
の
起

業
支
援
や
副
業
兼
業
の
推
進
な
ど
の
施
策
に

も
言
及
し
、「
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
、

関
係
省
庁
と
も
連
携
し
て
し
っ
か
り
と
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

全国町村会全国町村会
▲令和７年度デジタル創発塾塾生

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催

デ
ジ
タ
ル
創
発
塾
修
了
式
を
開
催

――
1212
名
の
町
村
職
員
が
修
了
―

名
の
町
村
職
員
が
修
了
―
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未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
と
は

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
と
は

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
は
、
地
方
創

生
の
基
本
構
想
に
お
け
る
「
Ａ
Ｉ
・
デ
ジ

タ
ル
な
ど
の
新
技
術
の
徹
底
活
用
」
に
資

す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

事
業
で
あ
り
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
自
動
運

転
、
ド
ロ
ー
ン
等
の
未
来
技
術
を
活
用
し

た
地
域
課
題
の
解
決
と
地
方
創
生
を
め
ざ

す
地
方
公
共
団
体
の
取
組
に
対
し
て
、
未

来
技
術
の
社
会
実
装
に
向
け
た
現
地
支
援

体
制
（
地
域
実
装
協
議
会
）
を
構
築
し
、

関
係
府
省
庁
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
を
行

う
事
業
で
す
。

支
援
に
つ
い
て
は
、
選
定
か
ら
原
則
３

年
間
（
２
年
間
の
延
長
も
可
と
す
る
）
で

の
社
会
実
装
を
め
ざ
し
、
複
数
年
に
わ
た

る
伴
走
型
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
平

成
30
年
度
の
事
業
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
に

合
計
59
事
業
を
選
定
、
令
和
７
年
度
は
群

馬
県
嬬
恋
村
や
千
葉
県
東
庄
町
を
含
む
３

自
治
体
を
選
定
し
て
お
り
ま
す
。

内
閣
府
に
よ
る
伴
走
型
支
援
に

内
閣
府
に
よ
る
伴
走
型
支
援
に

つ
い
て

つ
い
て

現
地
支
援
体
制
（
地
域
実
装
協
議
会
）

の
構
築
以
外
に
も
後
述
の
よ
う
な
支
援
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

事業イメージ

地 域 課 題

A市事業 現地支援体制 国の支援体制

少子高齢化、生産年齢
人口の減少の結果、

   

総合
調整

安全安心な地域づくり
の必要性の高まり

産業、生活サービスの
衰退、担い手不足

交通弱者の増加

など

事業a
A省・B省支援

事業b
B省・C省支援

事業c
D省支援

社

会

実

装

地域実装協議会 関係府省庁連絡会議

関係府省庁
（うち1名は現地
支援責任者）

【議長】
内閣府地方創生推進
事務局長
【構成員】
各省庁地方創生関連
部局長

状況報告

支援指示

民間事業者

地方公共団体
（事務局） 幹事会（課長級）

▪未来技術を活用して地域課題の解決と地方創生を目指す取組を支援
▪提案された各事業をパッケージ化し、複数の関係府省庁を交えた地域実装
協議会にて総合的支援
▪今後3年間で一部実装、5年間で本格実装（恒常的なサービス提供）を
見込む事業を対象

図１　未来技術社会実装事業のイメージ

「未来技術社会実装事業」のご紹介「未来技術社会実装事業」のご紹介

内閣府　地方創生推進事務局　金井　大輔内閣府　地方創生推進事務局　金井　大輔

～関係府省庁の伴走型支援による～関係府省庁の伴走型支援による
未来技術を活用した地域課題の解決～未来技術を活用した地域課題の解決～
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１
．�

各
選
定
団
体
に
お
け
る
取
組
状
況
の

共
有

〇�

各
選
定
他
団
体
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
、
年
１
回
、
概
要
資
料
の
作
成
、
更

新
を
す
る
こ
と
で
情
報
共
有
を
実
施
。

〇�

事
業
終
了
の
目
安
と
な
る
３
年
目
ま
た

は
５
年
目
の
選
定
団
体
に
お
い
て
は
、

取
組
状
況
の
概
要
に
加
え
、
事
業
推
進

に
あ
た
り
苦
労
し
た
点
や
、
工
夫
し
た

点
、
担
当
者
の
声
等
を
ま
と
め
た
「
取

り
ま
と
め
報
告
書
」を
作
成
い
た
だ
き
、

情
報
共
有
を
実
施
。

２
．�

交
流
会
・
講
習
会
の
開
催
（
年
２
～

３
回
程
度
）

○�

先
進
事
例
の
見
学
や
有
識
者
の
基
調
講

演
、
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
、
未
来
技

術
社
会
実
装
の
た
め
の
知
識
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
選
定
団
体
同
士
の
交

流
機
会
を
設
定
。

○�

講
習
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
は
、
未

来
技
術
を
活
用
し
た
先
進
事
例
を
紹
介

し
、
未
来
技
術
の
活
用
に
取
り
組
む
際

の
注
意
点
な
ど
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
。

３
．�

定
期
的
な
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
配
信

○
法
改
正
や
審
議
会
等
の
国
の
最
新
動
向

○
国
内
外
の
最
新
事
例

○
選
定
団
体
の
直
近
の
取
組
成
果

４
．
そ
の
他

○�

「
地
域
未
来
交
付
金
」
の
活
用
を
検
討

す
る
団
体
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
事
前
相
談
を
実
施
。

○�

各
府
省
庁
の
補
助
金
情
報
を
と
り
ま
と

め
、
選
定
団
体
へ
周
知
。

選
定
団
体
の
取
組
事
例

自
治
体
：
千
葉
県
東
庄
町

支
援
関
係
府
省
庁
：

内
閣
府
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
総
務
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省

活
用
技
術
：
ド
ロ
ー
ン

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
に
選
定
し
た

地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
千
葉
県
東
庄
町

（
令
和
７
年
度
選
定
）
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

同
町
は
、
物
資
の
輸
送
が
陸
路
に
限
定

さ
れ
て
お
り
、
輸
送
コ
ス
ト
や
時
間
的
制

約
か
ら
特
産
品
の
販
路
拡
大
が
難
し
い
、

災
害
時
に
は
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
物
資
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

北海道・岩見沢市・更別村

茨城県・つくば市

川口市

愛知県

豊田市

亀岡市

仙台市

千葉市

豊橋市 春日井市

大阪府・河内長野市 神戸市

鳥取県

広島県

潮来市

三郷町

美郷町

四万十市

陸前高田市

前橋市

さいたま市

中能登町

太地町

栃木県 秩父市 和光市

小松市

四條畷市

宇部市

静岡県岐阜市

富山市

①盛岡市

③常陸太田市

いなべ市

豊能町

高砂市

⑪宇陀市

支援継続中 13団体

支援終了 46団体

R3選定 R4選定

終 了

⑦中津川市⑥塩尻市

⑨河内長野市

かつらぎ町

R7.10時点

大分県

宮崎県・串間市

対馬市

⑫嬉野市

⑬延岡市

長島町

伊仙町

九州・沖縄地方

中国・四国地方

四日市市

福山市

近畿地方

北海道・東北地方

関東地方

北陸・中部地方

R5選定

②須賀川市

橋本市

仙北市

旭川市

⑧豊中市

R6選定 R7選定

④嬬恋村 ⑤東庄町

⑩東大阪市

未来技術社会実装事業の実績（R７.4時点 59自治体支援※継続中13自治体） 7

図２　未来技術社会実装事業の選定団体一覧

図３　交流会の様子
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供
給
が
滞
る
、
な
ど
の
地
域
課
題
を
抱
え

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
従
来
の
陸
路
輸

送
へ
の
依
存
か
ら
の
脱
却
が
必
要
と
い
う

こ
と
で
、
空
路
を
利
用
す
る
ド
ロ
ー
ン
に

着
目
し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

同
町
で
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
ド
ロ
ー

ン
の
実
証
実
験
に
着
手
。
1
0
0
0
ha
以

上
の
農
薬
散
布
へ
の
活
用
を
は
じ
め
と
し

て
、
実
証
実
験
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

中
学
生
の
下
校
時
巡
視
や
、
災
害
を
想
定

し
て
ガ
ソ
リ
ン
や
発
電
機
な
ど
の
物
資
輸

送
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
７
年

３
月
に
東
庄
町
第
三
期
総
合
戦
略
の
基
本

目
標
に
も
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
定
め
ま
し

た
。未

来
技
術
社
会
実
装
事
業
に
は
令
和
７

年
度
に
選
定
。
選
定
後
は
、
伴
走
型
支
援

の
一
環
と
し
て
、
現
地
支
援
責
任
者
を
内

閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
が
担
当
。
ド

ロ
ー
ン
飛
行
に
お
け
る
法
整
備
や
物
流
イ

ン
フ
ラ
構
築
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
国
土
交

通
省
や
経
済
産
業
省
、
ド
ロ
ー
ン
以
外
の

Ⅰ
Ｔ
技
術
へ
の
波
及
可
能
性
へ
の
知
見
を

求
め
デ
ジ
タ
ル
庁
な
ど
関
係
省
庁
が
支
援

構
成
員
と
し
て
参
加
、
そ
こ
に
民
間
事
業

者
を
加
え
て
「
東
庄
町
未
来
技
術
地
域
実

装
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
協

議
会
で
は
、
地
域
課
題
や
事
業
の
進
捗
状

況
な
ど
を
共
有
し
、
今
後
の
取
組
方
針
等

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
軸
に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

サ
ー
ビ
ス
の
実
装
と
新
た
な
価
値
創
造
を

目
的
と
し
、
取
組
を
次
の
よ
う
に
発
展
・

拡
大
し
ま
す
。

１�

．
実
証
実
験
で
も
実
施
し
た
学
生
の
下

校
時
見
守
り
に
加
え
て
、
公
園
・
河
川
・

公
共
施
設
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
災
害
・
事

故
発
生
時
に
は
迅
速
に
現
場
確
認
す
る

自
動
巡
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
。

２�

．
80
㎏
級
の
物
流
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、

町
内
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
ド
ロ
ー
ン
物

流
網
を
構
築
。
緊
急
時
に
は
災
害
や
事

故
の
迅
速
な
現
場
確
認
や
避
難
所
等
へ

の
物
資
輸
送
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
。

３�

．
こ
れ
ら
物
流
・
見
守
り
・
防
災
を
統

合
し
た
「
町
全
体
の
運
行
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
。
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
等
も
利
用
し
、
遠
隔
運
行
管
理

を
開
始
予
定
。

４�

．
ド
ロ
ー
ン
物
流
網
に
関
し
て
、
町
内

の
み
で
は
な
く
、
近
隣
自
治
体
と
連
携

も
計
画
。
県
域
に
縛
ら
れ
な
い
利
根
川

流
域
の
近
隣
市
町
村
と
の
ド
ロ
ー
ン
物

流
網
を
構
築
し
、
陸
路
に
依
存
し
て
い

た
物
流
か
ら
脱
却
、
緊
急
時
の
相
互
物

資
支
援
の
円
滑
化
を
図
る
。

５�

．
中
高
生
向
け
の
ド
ロ
ー
ン
教
育
や
地

元
人
材
の
ド
ロ
ー
ン
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得

を
支
援
し
、
人
材
育
成
や
新
産
業
の
創

出
を
推
進
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
地
域

の
活
性
化
に
挑
む
東
庄
町
に
ぜ
ひ
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

町
村
こ
そ
「
未
来
技
術
社
会
実
装

町
村
こ
そ
「
未
来
技
術
社
会
実
装

事
業
」
で
地
域
課
題
の
解
決
を

事
業
」
で
地
域
課
題
の
解
決
を

先
述
の
千
葉
県
東
庄
町
の
取
組
事
例
の

よ
う
に
、
未
来
技
術
は
地
域
の
規
模
に
関

係
な
く
活
用
が
可
能
で
す
。

他
に
も
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
に
選

定
し
た
町
村
の
取
組
と
し
て
、
左
記
の
よ

う
な
事
例
も
あ
り
ま
す
。

・
自
動
運
転

・
ス
マ
ー
ト
農
業

・
見
守
り
・
防
犯
シ
ス
テ
ム

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通

未
来
技
術
活
用
相
談
窓
口
の
ご
案
内

未
来
技
術
活
用
相
談
窓
口
の
ご
案
内

未
来
技
術
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解

決
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
等
の
お

悩
み
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
「
未
来
技
術
活
用

相
談
窓
口
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

未
来
技
術
活
用
相
談
窓
口
で
は
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
未
来
技
術
が
活
用
で
き
る
の
か
、

実
装
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ

い
の
か
、
な
ど
地
方
公
共
団
体
職
員
の
皆

さ
ま
の
疑
問
に
係
る
相
談
対
応
や
、
未
来

技
術
を
活
用
し
た
先
行
事
例
の
紹
介
、
未

来
技
術
社
会
実
装
事
業
の
応
募
に
向
け
た

様
式
の
作
成
相
談
と
い
っ
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

な
お
、
未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
へ
の

応
募
の
意
向
が
な
い
場
合
に
も
ご
相
談
は

可
能
で
す
。

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
の
募
集
に

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業
の
募
集
に

つ
い
て

つ
い
て

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

本
事
業
は
、
１
月
末
頃
公
募
開
始
を
想

定
し
て
お
り
ま
す
。

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
月
末
頃　

公
募
開
始

２
月
末
頃　

公
募
〆
切
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３
月
頃　

審
査

３
月
～
４
月　

選
定
結
果
の
公
表

○
募
集
す
る
提
案
の
対
象

次
の
１
～
４
に
該
当
す
る
事
業
を
対
象

と
し
ま
す
。

１�

．
未
来
技
術
を
活
用
し
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
（
地
方
創
生
に
寄
与
す
る
）

事
業
で
あ
る
こ
と

２�

．
先
導
性
が
あ
り
、
か
つ
、
将
来
の
横

展
開
・
本
格
普
及
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
左
記
の
要
件
に

該
当
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と

・�

Ａ
Ｉ
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
自
動
運
転
、ド
ロ
ー

ン
等
の
未
来
技
術
の
実
装
に
関
す
る

事
業
で
あ
る
こ
と

・�

多
く
の
地
域
に
共
通
す
る
地
域
課
題

の
解
決
を
め
ざ
す
取
組
や
技
術
的
に

他
地
域
へ
の
普
及
が
可
能
な
取
組
等

で
、
取
組
の
成
果
が
他
の
地
域
へ
拡

が
る
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業
で

あ
る
こ
と

３�

．
今
後
３
年
間
で
実
装（
一
部
で
も
可
）

が
見
込
ま
れ
、
５
年
間
で
本
格
実
装
さ

れ
る
（
事
業
化
さ
れ
自
走
す
る
）
事
業

で
あ
る
こ
と

４�

．
省
庁
横
断
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る

事
業
で
あ
る
こ
と

※
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）

未
来
技
術
社
会
実
装
事
業

https://w
w
w
.chisou.go.jp/tiiki/

kinm
irai/index.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話　

０
３
–６
２
０
６
–６
１
７
５

メ
ー
ル　

g.m
irai.s5m

@
cao.go.jp

（第三種郵便物認可） 町 村 週 報 2023年（令和 5年） 0月00日　11第0000号

活用してみませんか？町村専用ページ「町村 .com」
 https://www.zck.or.jp/choson/

「町村.com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁等の政策情報を随時提供しています。ぜひご活用ください。

　「町村.com」は、町村関係者の方だけがご利
用いただける専用ページです。
　ログイン時のユーザー名とパスワードは、各町
村にお知らせ（平成 18 年 9 月 27 日付）してお
ります。 お問い合わせは、全国町村会広報部

（kouhou@zck.or.jp）までお願いいたします。

お問い合わせは
こちら

詳しくは
Webへ

町村COM広告_1段_241030.indd   11町村COM広告_1段_241030.indd   11 2025/04/17   21:38:352025/04/17   21:38:35

図６　未来技術活用相談窓口

本事業応募までの主な想定スケジュール 16

〇未来技術社会実装本事業は、1月に公募を開始し、3月中旬から翌年度4月上旬にかけて選定結果を公表するスケジュールと
 なっております※1。
〇そのため、各地域における課題の整理や活用技術等の検討については、スケジュールに余裕をもって実施いただけますと幸いです※2。
〇公募前から選定後以降も含めて、本事業に関する相談を通年で受け付けておりますので、お気軽にご連絡ください。

内閣府にて実施申請自治体にて実施 申請自治体・内閣府で共同作業

5月月 6月月 7月月 8月月 9月月 10月月 11月月 12月月 1月月 2月月 3月月 4月月

地地域域課課題題のの
抽抽出出・・整整理理

活活用用技技術術のの
検検討討

事事業業推推進進体体制制
のの検検討討・・構構築築

申申請請書書類類のの
作作成成

申申請請にに関関すするる

弊弊府府へへのの事事前前
相相談談対対応応

そそのの他他
各各種種相相談談対対応応

・
募
集
〆
切

推進体制の検討
・
募
集
開
始

選定事業
公募期間

※1：年度によりスケジュール変更となる可能性あり

協力事業者の選定

事
例
紹
介
な
ど

推推進進体体制制
のの構構築築

※2：公募の半年前から準備するスケジュールを例として掲載しております

図５　未来技術社会実装事業　想定応募スケジュール
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１
．�

都
市
の
利
便
性
と 

里
山
の
自
然
を
活
か
し
、 

逆
転
の
一
手
に
挑
む

神
奈
川
県
の
西
部
、「
足
柄
山
の
金
太
郎
」

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
足
柄
地
域
に
位
置
す
る

松
田
町
は
、
総
面
積
37
・
75
㎢
、
人
口
お
よ

そ
１
万
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
都
心
か
ら
車

で
小
一
時
間
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
雄
大

な
丹
沢
山
系
を
背
景
に
、
清
流
と
豊
か
な
里

山
の
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
交

通
利
便
性
」
と
「
自
然
環
境
の
豊
か
さ
」
の

二
面
性
が
本
町
の
大
き
な
魅
力
で
す
。
し
か

し
、
全
国
の
自
治
体
と
同
じ
く
、
本
町
も
ま

た
人
口
減
少
と
少
子
化
と
い
う
避
け
ら
れ
な

い
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
春
、

全
国
の
自
治
体
の
お
よ
そ
半
数
に
当
た
る
８

９
６
自
治
体
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
指

定
さ
れ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
全
国
に
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。
三
大
都
市
圏
に
属
す
る
神

奈
川
県
に
お
い
て
も
、
33
市
町
村
中
９
市
町

村
が
指
定
さ
れ
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
中
に

本
町
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
危
機
的

状
況
を
単
な
る
「
課
題
」
と
し
て
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、「
未
来
へ
の
挑
戦
」
と
位

置
づ
け
た
の
が
、
平
成
26
年
度
に
新
設
さ
れ

た
定
住
少
子
化
担
当
室
で
す
。
本
室
は
、
課

題
を
横
断
的
に
捉
え
、
移
住
・
定
住
、
空
き

家
対
策
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
官
民
連
携
、
関

係
人
口
創
出
と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る
施
策

を
担
う
、
ま
さ
に
町
の
未
来
を
託
さ
れ
た
部

署
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、挑
戦
開
始
か
ら
10
年
が
経
過
し
た

昨
年
春
。多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
粘
り
強

く
続
け
た
結
果
、本
町
は
つ
い
に「
消
滅
可
能

性
都
市
」か
ら
の
脱
却
を
達
成
し
ま
し
た
。こ

の
確
か
な
光
を
も
た
ら
し
た
松
田
町
の
「
定

住
少
子
化
対
策
」
の
歩
み
と
、
10
年
の
挑
戦

で
私
た
ち
が
掴
ん
だ
教
訓
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２
．�

町
の
絆
を
深
め
る「
定
住
」へ
の

温
か
い
仕
掛
け

本
町
の
定
住
対
策
は
、
転
入
数
だ
け
を
競

う
の
で
は
な
く
、「
松
田
町
に
住
み
続
け
た

い
」
と
い
う
人
を
増
や
す
こ
と
を
重
要
視
し

▲電車２路線が乗り入れ、東名高速道路のICも近い市街地。地域全体が富士山のフォトスポットです

神奈川県

松田町

松ま
つ

田だ

町ま
ち

神
奈
川
県

消
滅
可
能
性
都
市
か
ら
の
脱
却

そ
の
先
の
未
来
へ

2025年（令和 7年）12月22日　8第3344号
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て
い
ま
す
。

そ
の
住
み
続
け
た
い
の
１
つ
の
仕
掛
け

が
、
地
域
が
温
か
く
転
入
者
を
迎
え
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
存
在
で
す
。
核
家
族
化
が

進
む
現
代
に
お
い
て
、
多
世
代
が
助
け
合
う

社
会
と
い
う
「
受
け
皿
」
が
、
そ
の
地
に
実

在
す
る
こ
と
が
、
子
育
て
世
帯
が
転
入
を
決

め
る
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

多
世
代
と
い
う
観
点
で
は
、
２
世
代
・
３

世
代
が
同
居
・
近
居
を
し
な
が
ら
子
育
て
や

介
護
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
、「
松
田
町
二
世
帯
同
居
等
支
援
奨
励
金
」

と
し
て
、
最
大
30
万
円
を
子
世
帯
に
交
付
し

て
お
り
、
経
済
的
支
援
だ
け
で
な
く
、
家
族

の
絆
を
育
む
と
い
う
本
町
が
描
く
、
暮
ら
し

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
制
度
化
し
た
も
の
で
す
。

 

経
済
的
な
支
援
と
し
て
代
表
的
な
も
の
は
、

東
京
圏
外
で
活
用
さ
れ
て
い
る
「
移
住
支
援

金
」
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
は
、
三
大
都
市

圏
に
該
当
す
る
た
め
、
活
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
す
る
中

山
間
地
域
の
「
寄
地
域
」
で
は
、
人
口
減
少

の
ス
ピ
ー
ド
が
顕
著
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
維
持
の
観
点
か
ら
も
支
援
が
必

要
と
判
断
し
、
国
の
移
住
奨
励
金
と
同
等
の

制
度
を
、独
自
の
支
援
策
と
し
て
制
度
化(

令

和
６
年
度
よ
り
「
松
田
町
寄
地
区
移
住
促
進

奨
励
金
」
を
創
設)

し
、
山
間
部
で
新
た
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
始
め
よ
う
と
い
う
子
育

て
世
代
の
移
住
者
に
向
け
た
支
援
を
開
始
し

ま
し
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
担

い
手
を
、
地
域
と
い
う
受
け
皿
で
受
け
止
め

る
。
そ
ん
な
温
か
い
仕
掛
け
が
準
備
さ
れ
、

移
住
者
は
地
域
に
溶
け
込
み
、
未
来
を
つ
く

る
か
け
が
え
の
な
い
こ
ど
も
を
地
域
で
育
む

土
壌
が
松
田
町
に
は
あ
り
ま
す
。

３
．�

町
の
未
来
を
託
す 

「
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
理
念
と
課
題

本
町
で
は
、こ
ど
も
た
ち
の
目
線
を
ま
ち
づ

く
り
に
役
立
て
る
た
め
、こ
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
最
優
先
す
る
揺
る
ぎ
な
い
理
念

で
あ
る『
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
』を
ま
ち

づ
く
り
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
定
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
「
ま
つ
だ
子
ど
も

カ
フ
ェ
」
を
令
和
３
年
度
よ
り
開
始
し
、
こ

ど
も
た
ち
が
描
く
ま
ち
の
将
来
像
な
ど
に
つ

い
て
、
直
接
町
長
と
意
見
交
換
す
る
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、『
松
田
町
・
こ

ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
』
を
神
奈
川
県
下
の

自
治
体
と
し
て
初
め
て
宣
言
し
、
行
政
と
地

域
が
一
丸
と
な
っ
て
「
子
育
て
が
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
姿
を
改
め
て
、

内
外
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

同
宣
言
に
基
づ
き
、
本
年
度
で
は
、
子
育

て
世
帯
向
け
に
保
護
者
の
経
済
的
・
心
理
的

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
『
８
つ
の
ゼ
ロ(

無

償
化)

』
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１　

お
む
つ
代
相
当
額

２　

第
２
子
保
育
料

３　

０
～
18
歳
医
療
費
負
担

４　

幼
稚
園
バ
ス
利
用
料

５　

小
中
学
校
給
食
費

６　

学
童
保
育
保
護
者
負
担

７　

小
中
学
生
英
検
受
験
料

８　

大
阪
・
関
西
万
博
入
場
券
購
入
費

ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
感
性

を
磨
き
、
成
長
で
き
る
環
境
整
備
に
も
力
を

注
い
で
お
り
、
令
和
３
年
度
に
は
、
公
立
学

校
と
し
て
、
全
国
４
例
目
と
な
る
木
造
３
階

建
て
の
小
学
校
を
建
設
し
ま
し
た
。
木
の
温

も
り
を
感
じ
る
学
び
舎
は
、
木
材
利
用
推
進

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、
本
町
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
校
舎
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
強
化

と
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を

増
員
し
、
英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
を
広
げ
て
い
ま
す
。

 

４
．�

地
域
主
体
の
活
力
創
出
と
施

策
の
「
連
動
」

定
住
少
子
化
対
策
を
真
に
持
続
可
能
な
も

の
に
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
支
援
だ
け
で

な
く
、
地
域
や
地
域
住
民
の
活
力
が
不
可
欠

で
す
。
本
町
が
10
年
間
の
挑
戦
を
通
じ
て
掴

ん
だ
最
大
の
教
訓
は
、
施
策
が
有
機
的
に
連

動
し
、
地
域
の
主
体
的
活
動
に
火
を
つ
け
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。 

本
町
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
、
少
子
高

齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
解
消
等
を
め
ざ

し
た
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
軸
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
支
援
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
関
係
人
口

創
出
に
向
け
た
事
業
は
町
の
手
か
ら
離
れ
て

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域
の
団
体
や
観
光

事
業
者
の
方
々
が
自
発
的
に
、
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
に
乗
り
出

▲子育て支援住宅ラ・メゾン カラフル町屋

▲宣言を行う本山博幸町長

▲木造３階建て 松田小学校
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し
て
い
る
か
ら
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
都
心
部
か
ら
の
人
の
流
れ
が
絶
え
な
か
っ

た
中
山
間
地
域
を
中
心
に
地
域
活
動
が
活
発

化
し
、
私
た
ち
行
政
が
介
入
し
な
い
か
ら
こ

そ
生
ま
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
で
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
自
発
的
に
育
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
地
域
内
の
流
れ
は
、
空
き
家
の
利
活

用
や
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
担
い
手
不
足

の
解
消
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
生

み
出
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
こ
の
機
会
を

逃
す
ま
い
と
、
地
域
と
都
心
部
の
関
係
性
を

さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
た
め
、
寄
地
区
の
暮
ら

し
と
人
に
着
目
し
た
新
し
い
地
域
誌
（
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
）『
Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
（
ヤ
ド

ロ
グ
）』
を
今
年
度
創
刊
し
ま
し
た
。
町
職

員
で
あ
る
私
自
身
も
編
集
に
加
わ
り
、
移
住

希
望
者
や
こ
れ
ま
で
に
創
出
し
た
関
係
人
口

に
対
し
、「
寄
地
区
の
住
民
が
生
き
て
き
た

風
景
」
を
通
じ
て
温
か
い
地
域
の
魅
力
を
リ

ア
ル
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
誌
を
手

に
取
っ
た
方
が
、
地
域
に
親
し
み
を
覚
え
、

い
ず
れ
二
地
域
居
住
や
移
住
を
選
択
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
本
町
で
は
、
各
種
施
策
を
持
続
可

能
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
や

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
に
も
注
力
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
人
的
資
源
を
積
極
的
に
取
り
込
む
官
民

連
携
に
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で
に
大
手
企
業

を
は
じ
め
と
し
て
計
22
社
と
の
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
で
不
足
す
る
部

分
を
補
う
こ
と
で
、
町
の
活
力
の
維
持
・
向

上
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

５
．�

10
年
の
挑
戦
で
掴
ん
だ
教
訓
と

未
来
へ
の
新
た
な
一
歩

本
町
が
10
年
で
「
消
滅
可
能
性
都
市
か
ら

の
脱
却
」
を
達
成
で
き
た
の
は
、
数
あ
る
課

題
に
対
し
、
小
さ
な
組
織
で
あ
る
こ
と
を
活

か
し
て
庁
舎
内
の
連
携
体
制
が
と
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
粘
り

強
く
継
続
で
き
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

先
日
、
寄
地
区
で
二
地
域
居
住
を
始
め
ら

れ
た
ご
夫
婦
に
道
端
で
ば
っ
た
り
お
会
い
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
掲
載
さ
れ
た
物
件
を
気
に
入
っ

て
購
入
さ
れ
、
週
末
を
中
心
に
同
地
区
に
滞

在
さ
れ
て
い
ま
す
。「
何
か
お
困
り
ご
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
近

所
の
方
に
紹
介
さ
れ
た
農
地
を
借
り
る
こ
と

に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
作
業
な
の
。」
と
楽

し
そ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
た

ち
と
し
て
は
、
長
年
住
み
手
が
い
な
か
っ
た

空
き
家
が
１
件
解
消
さ
れ
た
だ
け
で
も
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
順
調
に
地
域
に
溶
け
込

め
て
い
る
こ
と
や
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
活
動

を
始
め
て
「
い
き
い
き
」
と
お
過
ご
し
で
あ

る
こ
と
が
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
た
ち
の
取
組
が
単
な
る
数
値
目
標
で
は
な

い
、「
人
の
暮
ら
し
と
未
来
」
を
創
る
仕
事

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

 「
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」
等
の
取

組
が
一
定
の
成
果
を
出
し
て
い
る
一
方
で
、

こ
ど
も
の
数
を
増
や
し
少
子
化
に
対
抗
す
る

と
い
う
最
終
目
標
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し

て
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。特
に
、

中
山
間
地
域
の
寄
地
区
で
は
、
平
成
30
年
度

に
中
学
校
が
閉
校
し
、
現
在
、
小
学
校
は
全

校
生
徒
20
名
、
幼
稚
園
は
わ
ず
か
6
名
と
、

存
続
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
現
状
、
同

地
区
へ
の
移
住
は
、
定
年
後
の
人
生
を
自
然

豊
か
な
地
域
で
過
ご
し
た
い
と
い
う
リ
タ
イ

ア
層
の
需
要
が
多
く
、
子
育
て
世
代
の
移
住

者
の
獲
得
は
、
今
一
つ
成
果
が
出
て
い
ま
せ

ん
。
状
況
は
時
間
の
流
れ
と
と
も
に
常
に
変

化
し
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
だ
け

で
は
、
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を

痛
感
し
て
お
り
、
地
域
を
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
の
新
た
な
１
歩
を
ど
の
よ
う
に
踏
み
出

す
か
、
検
討
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
後
も
私
た
ち
は
、
成
功
と
課
題
の
双
方

か
ら
学
び
、「
チ
ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

の
理
念
を
堅
持
し
、
歩
み
を
続
け
ま
す
。
本

町
の
経
験
が
、
全
国
の
町
村
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

松
田
町
定
住
少
子
化
担
当
室　

米
山
愛
莉▲今年初めて参加した二地域居住推進フォーラム

▲�少子化対策で未だに大きな課題が残る中山間地
域の寄地区

▲「YADLOG」創刊号

▲寄地区のコニュニティ NPO法人 仂
ろく
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山
田
竜
彦
博
士
に
聞
く
　

山
田
竜
彦
博
士
に
聞
く
　

１
．
リ
グ
ニ
ン
と
は
何
か

リ
グ
ニ
ン
は
、
樹
木
全
般
に
含
ま
れ
て
い

る
成
分
で
、
炭
素
（
Ｃ
）
が
六
角
形
に
並
ん

だ
ベ
ン
ゼ
ン
環
を
持
ち
、
非
常
に
安
定
で
頑

丈
な
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
雨
や
風

を
受
け
流
す
し
な
や
か
さ
も
生
み
出
し
て
い

ま
す
。
全
高
20
ｍ
も
の
木
々
が
重
力
に
負
け

ず
自
立
で
き
る
の
は
、
こ
の
リ
グ
ニ
ン
と
い

う
成
分
を
蓄
積
す
る
と
い
う
進
化
を
遂
げ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
な
の
で
す
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
リ
グ
ニ
ン
が
ビ
タ

ミ
ン
な
ど
と
同
じ
「
成
分
」
で
あ
る
と
い
う

点
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
な
ど
実
に
多
様
な
種
類
を
有
す
る

よ
う
に
、
リ
グ
ニ
ン
も
多
く
の
種
類
が
あ
り

ま
す
。

そ
し
て
１
個
の
ト
マ
ト
が
多
様
な
ビ
タ
ミ

ン
を
蓄
え
て
い
る
よ
う
に
、
木
も
内
部
に
多

様
な
リ
グ
ニ
ン
を
含
ん
で
お
り
、
そ
の
種
類

や
量
は
、木
種
や
生
育
環
境
、部
位
（
根
・
幹
・

枝
）
な
ど
の
諸
条
件
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。

そ
れ
故
に
、
特
定
の
種
類
の
リ
グ
ニ
ン
を

安
定
的
に
精
製
・
供
給
す
る
こ
と
は
極
め
て

難
し
い
の
で
す
。

２
．
改
質
リ
グ
ニ
ン
と
は
何
か

改
質
リ
グ
ニ
ン
（
グ
リ
コ
ー
ル
改
質
リ
グ

ニ
ン
）
と
は
、
化
粧
品
や
歯
磨
き
粉
、
入
浴

剤
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
」
を
用
い
て
、
リ
グ
ニ
ン
を
改
質

（
望
ま
し
い
性
能
へ
変
化
さ
せ
る
こ
と
）
し

た
木
質
系
の
新
素
材
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
で
構
成
さ
れ
る
木
か
ら

リ
グ
ニ
ン
だ
け
を
精
製
し
よ
う
と
す
る
と
、

必
ず
変
質（
リ
グ
ニ
ン
が
持
つ
性
能
の
低
下
）

が
発
生
し
ま
す
。
そ
こ
で
リ
グ
ニ
ン
と
の
相

性
が
良
く
、
変
質
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
か
つ
改
質
す
る
こ
と
の
で
き
る
物
質
と

し
て
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー
ル
が
発
見

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
多
様
な
種
類
の
リ
グ
ニ
ン
で
構
成
さ

れ
る
樹
種
か
ら
、
特
定
の
性
能
を
持
つ
リ
グ

ニ
ン
を
精
製
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
ま

す
。
そ
こ
で
、
強
度
・
耐
熱
性
・
熱
可
塑
性

に
優
れ
た
種
類
の
リ
グ
ニ
ン
を
「
均
一
」
に

蓄
積
す
る
樹
種
の
調
査
が
進
め
ら
れ
、
日
本

の
固
有
種
で
あ
る
「
ス
ギ
」
が
最
も
適
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
改
質
リ
グ
ニ
ン
は
、
特
定
の
性
能

を
持
つ
リ
グ
ニ
ン
を
蓄
え
た
「
ス
ギ
」
と
、

リ
グ
ニ
ン
が
持
つ
性
質
を
よ
り
良
い
も
の
へ

「
リ
グ
ニ
ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
樹
木
に
含
ま
れ
る

成
分
で
、
高
く
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
強
度
を
保
つ
も
の
と
し
て
備
わ
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
そ
の
性
質
か
ら
高
強
度
、
高
耐
熱
性
の
材
料
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
化
学
構
造
の
多
様
性
か
ら
、
活
用
例
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
近

年
、
日
本
の
ス
ギ
に
含
ま
れ
る
成
分
が
、
均
一
で
バ
ラ
ツ
キ
の
少
な
い
構
造
を
持
つ
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ス
ギ
か
ら
取
り
出
し
た
「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」
に
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
に
存
在
す
る
ス
ギ
に
着
目
し
た
改
質
リ
グ

ニ
ン
と
森
林
・
山
村
地
域
の
振
興
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
こ
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
の
山
田
竜
彦
博
士
と
、
改
質
リ
グ
ニ
ン

に
よ
る
地
域
振
興
に
詳
し
い
東
京
農
業
大
学
の
末
松
広
行
特
命
教
授
（
元
農
林
水
産
事

務
次
官
）
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

▲インタビューを受ける山田氏

改質リグニンが拓く森林・山村の未来改質リグニンが拓く森林・山村の未来
～山田竜彦氏（森林総研）・末松広行氏（東京農業大学）に聞く～～山田竜彦氏（森林総研）・末松広行氏（東京農業大学）に聞く～
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変
化
さ
せ
る
力
を
持
つ
「
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ

リ
コ
ー
ル
」
で
な
け
れ
ば
生
成
し
得
な
い
の

で
す
。

３
．�

工
業
製
品
に
使
わ
れ
る「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」

改
質
リ
グ
ニ
ン
は
、
リ
グ
ニ
ン
を
原
料
に

製
造
さ
れ
る
強
度
・
耐
熱
性
・
熱
可
塑
性
に

優
れ
た
工
業
素
材
で
す
。
そ
の
性
能
は
、
自

動
車
部
品
や
半
導
体
製
造
装
置
な
ど
で
使
わ

れ
る
「
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
に
匹
敵
し
ま
す
。

ま
た
改
質
リ
グ
ニ
ン
を
含
む
樹
脂
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
、
炭
素
繊
維
な
ど
と
の
接
着
性
が

高
く
、
従
来
の
合
成
樹
脂
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
よ

り
軽
量
で
、
高
強
度
と
い
う
性
質
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
自
動
車
の
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、
鉄
道

車
両
の
ブ
レ
ー
キ
シ
ュ
ー
、
電
子
基
板
と

い
っ
た
工
業
製
品
で
の
活
用
が
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
（Environm

ent

・

S
ocial

・G
overnance

）
投
資
が
進
展
し

て
い
る
な
か
、
企
業
に
は
製
品
の
原
料
を
石

油
由
来
の
も
の
か
ら
再
生
可
能
素
材
へ
と
代

替
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。そ

う
し
た
な
か
、
石
油
（
ナ
フ
サ
）
を
原

料
に
製
造
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
ら
、
①
原
料
が
再
生

可
能
な
木
材
で
あ
り
、
②
石
油
（
ナ
フ
サ
）

で
製
造
さ
れ
た
場
合
と
比
べ
て
高
い
性
能
を

持
つ
「
改
質
リ
グ
ニ
ン
」
へ
の
転
換
に
注
目

と
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

▲改質リグニン生成のイメージ（経済農林部作成）

▲スギと改質リグニン（農林水産省HPより） ▲森林総合研究所内にある実験プラント（農林水産省HPより）
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４
．�

改
質
リ
グ
ニ
ン
社
会
実
装
の
最
前
線

現
在
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
社
会
実
装
に

向
け
て
２
つ
の
取
組
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

第
１
に
、「
量
産
化
・
コ
ス
ト
削
減
に
向

け
た
実
証
実
験
」
の
着
手
で
す
。

そ
の
舞
台
は
、
愛
媛
県
鬼
北
町
。
県
南
西

部
に
位
置
し
、
森
林
面
積
が
町
全
域
の
約

85
％
を
占
め
る
山
村
で
す
。

２
０
２
７
年
度
末
ま
で
に
年
間
１
、
０
０

０
ト
ン
の
改
質
リ
グ
ニ
ン
を
製
造
で
き
る
実

証
プ
ラ
ン
ト
を
鬼
北
町
に
建
設
し
、
改
質
リ

グ
ニ
ン
の
量
産
化
と
コ
ス
ト
削
減
を
両
立
す

る
製
造
技
術
の
実
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
北
町
は
、
１
２
、
０
０
０
ha
の
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
人
工
林
が
広
が
る
一
方
、
製
材
所
と

い
っ
た
木
材
関
連
産
業
が
少
な
い
と
い
う
、

改
質
リ
グ
ニ
ン
製
造
に
お
い
て
条
件
不
利
な

地
域
で
す
。
し
か
し
裏
を
返
せ
ば
、
鬼
北

町
で
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
製
造
を
軌
道
に
乗

せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
全
国
の
山
村
で

実
装
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

第
２
に
、「
地
域
リ
グ
ニ
ン
資
源
開
発
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
設
置
・
運
営
で
す
。

改
質
リ
グ
ニ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
業
製

品
を
作
る
上
で
必
要
な
「
原
料
・
素
材
」
で

す
。
故
に
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
は
生
産
・
加
工
・

販
売
を
担
う
企
業
、
そ
れ
を
支
え
る
行
政
機

関
、
研
究
機
関
な
ど
多
様
な
利
害
関
係
者
が

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
生
産
地
と
な

る
地
域
の
役
場
・
企
業
（
川
上
）
と
、
改
質

リ
グ
ニ
ン
を
利
活
用
す
る
企
業
（
川
下
）
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
に
、「
地
域
リ
グ
ニ
ン

資
源
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
生
産
地
と
な
る
自
治
体

は
、年
会
費
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。奮
っ

て
ご
参
画
く
だ
さ
い
。

５
．�

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
普
及
に
向
け
た
課
題

現
在
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
開
発
の
現
場
は
３

つ
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

１
つ
目
が
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
生
産
量
不

足
で
す
。
改
質
リ
グ
ニ
ン
を
用
い
た
製
品
開

発
が
進
み
つ
つ
あ
る
今
日
、
企
業
な
ど
へ

素
材
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
供
給
が

需
要
に
追
い
付
い
て
い
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。

２
つ
目
は
、
研
究
開
発
費
の
不
足
で
す
。

工
業
製
品
用
素
材
の
将
来
を
担
う
可
能
性
を

秘
め
た
改
質
リ
グ
ニ
ン
で
す
が
、
そ
の
研
究

費
を
確
保
す
る
こ
と
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

３
つ
目
が
、
開
発
に
伴
走
し
て
く
れ
る
自

治
体
・
企
業
数
の
不
足
で
す
。
前
例
の
な
い

取
組
で
あ
る
た
め
、
協
力
し
て
く
れ
る
自
治

体
・
企
業
が
多
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。
研

究
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
た
め

に
も
、
よ
り
多
く
の
自
治
体
・
企
業
の
皆
様

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で

す
。

６
．
自
治
体
関
係
者
の
皆
様
へ

「
日
本
は
資
源
に
乏
し
い
国
」
と
言
わ
れ

る
場
面
が
多
々
、
あ
り
ま
す
。

し
か
し
実
際
に
は
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
を

は
じ
め
有
用
な
資
源
を
数
多
く
有
し
て
い

ま
す
。

現
代
の
日
本
に
不
足
し
て
い
る
の
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
製
品
の
原
材
料
を
生
産
す
る

農
山
漁
村
や
、
地
域
に
眠
る
資
源
を
い
か

に
活
か
す
か
と
い
う
視
点
と
、
大
規
模
な

操
業
を
行
う
企
業
の
誘
致
で
は
な
く
、
生

産
量
や
売
上
高
の
規
模
が
小
さ
い
「
ミ
ク

ロ
な
新
産
業
」
を
創
出
し
、
各
地
に
分
散

さ
せ
る
視
点
で
す
。

ま
た
、
利
用
期
を
迎
え
た
ス
ギ
の
立
木

を
適
正
な
管
理
下
で
伐
採
・
利
用
・
再
造

林
を
行
う
循
環
を
構
築
し
、
林
業
や
木
材

産
業
に
加
え
、
地
域
経
済
・
社
会
の
持
続

可
能
性
を
包
括
的
に
考
え
る
視
点
も
大
切

で
す
。

私
は
愛
媛
県
出
身
で
、
地
元
が
衰
退
し
て

い
く
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
全
国
各
地
で

人
々
が
生
活
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に

は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
仕
事
を
創
出
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
活
用
に
よ
る
地

域
づ
く
り
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▲インタビューを受ける山田氏

▲鬼北町の風景（役場HPより）
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末
松
広
行
教
授
に
聞
く

末
松
広
行
教
授
に
聞
く

１
．�

改
質
リ
グ
ニ
ン
と
山
村
地
域
の
振
興

木
材
に
は
、
角
材
や
板
材
、
合
板
と
い
っ

た
「
建
築
材
料
」、
パ
ル
プ
を
原
料
に
製
造

さ
れ
る
「
紙
製
品
」、
木
質
チ
ッ
プ
・
ペ
レ
ッ

ト
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
な

ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
使
い
道
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
製
品
も
生
産
規
模
の

拡
大
に
よ
り
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
、
価
格
競

争
力
を
高
め
る
「
規
模
の
経
済
」
に
基
づ
く

製
品
で
あ
る
た
め
、
生
産
者
や
生
産
地
た
る

山
村
に
コ
ス
ト
削
減
の
皺
寄
せ
が
き
て
い
ま

し
た
。

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
長
所
は
、
規
模
の
経
済

が
働
か
ず
小
規
模
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
点

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
然
環
境
に
与
え
る
負

荷
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
改
質
リ
グ
ニ

ン
と
従
来
の
第
二
次
産
業
と
の
相
違
点
で
す
。

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
工
場
を
設
置
し
て
も
、

人
口
が
倍
増
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
高
付
加
価
値
産
業

の
立
地
が
進
ま
な
か
っ
た
山
村
地
域
に
お
い

て
、
人
口
減
少
の
勢
い
を
緩
や
か
に
す
る
こ

と
や
、若
者
の
就
業
場
所
を
創
出
す
る
点
で
、

改
質
リ
グ
ニ
ン
は
山
村
の
地
域
づ
く
り
に
寄

与
し
得
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
は
木
粉
や
お
が
く

ず
を
原
料
と
す
る
こ
と
か
ら
、
木
材
の
カ
ス

ケ
ー
ド
利
用
の
最
終
端
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。
材
料
が
生
み
出
さ
れ
る
製
材
工
場
や

チ
ッ
プ
工
場
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に

隣
接
さ
せ
る
こ
と
で
、原
料
を
必
要
な
時
に
、

必
要
な
量
を
、
無
駄
な
く
、
安
定
的
に
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
原
料
は
リ
グ
ニ
ン
を
含
む
ス
ギ

の
木
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
利
活

用
が
進
ん
で
こ
な
か
っ
た
災
害
・
病
虫
害
被

害
木
、
枯
死
経
過
木
の
利
用
先
と
し
て
も
、

有
効
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

２
．�

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
実
装
に
向
け
た
諸
制

度
の
整
備

改
質
リ
グ
ニ
ン
の
実
装
を
実
現
す
る
に

は
、
研
究
者
や
自
治
体
、
企
業
を
支
援
す
る

制
度
整
備
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
製
造
工
場
や
生
産

に
係
る
諸
設
備
の
整
備
に
対
す
る
財
政
支
援

で
す
。

製
造
工
場
や
諸
設
備
の
設
置
に
は
、
数
億

円
規
模
の
費
用
が
か
か
る
と
考
え
ま
す
。
そ

れ
を
民
間
企
業
が
単
独
で
銀
行
か
ら
資
金
を

借
り
、
設
備
を
整
備
し
、
運
用
し
、
コ
ス
ト

を
回
収
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
治
体
が
地
域
の
事
業
者
と
と
も
に
第
三

セ
ク
タ
ー
を
設
立
し
て
運
営
す
る
こ
と
や
、

設
備
導
入
に
対
す
る
国
の
補
助
制
度
創
設
、

地
方
債
や
財
政
投
融
資
な
ど
に
よ
る
財
政
面

の
支
援
体
制
の
確
保
が
必
至
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

次
に
、改
質
リ
グ
ニ
ン
を
対
象
と
し
た「
規

格
制
度
」
の
創
設
で
す
。

先
述
の
通
り
、
リ
グ
ニ
ン
は
成
分
の
総
称

で
あ
り
、
多
様
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

故
、
用
い
る
工
業
製
品
に
求
め
ら
れ
る
性
能

に
応
じ
て
、
生
産
す
る
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
種

類
を
棲
み
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
少
な
い
需

要
を
多
く
の
供
給
源
が
奪
い
合
う
熾
烈
な
過

当
競
争
が
生
じ
得
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

他
方
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
よ
う
な
共
通
規
格
を
創

設
し
な
い
と
、
含
有
さ
れ
て
い
る
リ
グ
ニ
ン

の
種
類
・
量
・
割
合
な
ど
が
不
明
瞭
の
ま
ま

流
通
し
、
工
業
製
品
の
原
料
と
し
て
使
用
す

る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
得
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
質
リ
グ
ニ
ン
の
品
質
を
中
立

の
立
場
で
調
査
し
、
評
価
す
る
制
度
・
機
関

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
：
経
済
農
林
部
）

▲インタビューを受ける末松氏

2025年（令和 7年）12月22日　14第3344号
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お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。
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金
武
タ
ー
ム
く
ん

金
武
タ
ー
ム
く
ん

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、西ブロック（中国・四国・九州・沖縄）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
「
た
か
鍋
大
使
く
ん
」
は
、「
鍋
の
マ
チ
」
と

し
て
高
鍋
町
を
P
R
す
る
た
め
に
誕
生
し
ま
し

た
。
郷
土
の
偉
人
・
岩
岡
保
吉
氏
が
昭
和
初

期
に
制
作
し
た
石
像
「
高
鍋
大
師
の
十
一
面
く

わ
ん
の
ん
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
町
内
在
住
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
・
古
川
浩
二
氏
が
親
し
み
や
す

く
、
か
わ
い
ら
し
く
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で

す
。
な
お
、「
高
鍋
大
師
」
と
は
、
持
田
古
墳

の
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
、
岩
岡
氏
が
約
8
0
0

体
も
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
石
像
を
制
作
し
、

設
置
し
た「
高
鍋
大
師 

花
守
山
」を
指
し
ま
す
。

2
0
0
9
年
3
月
に
お
披
露
目
さ
れ
て
か
ら

は
、
高
鍋
町
を
P
R
す
る
石
像
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
広
く
町
民
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
「
た
か
鍋
大
使
く
ん
」。
普
段
は
高
鍋

商
工
会
議
所
に
常
駐
し
て
い
ま
す
が
、
一
日
消

防
署
長
を
務
め
た
り
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
お

ま
つ
り
に
参
加
し
た
り
し
て
、
町
民
と
の
交
流

も
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
鍋
町
の

P
R
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
、『
金
武
町
の
魅
力
や
特
性
を

町
内
外
に
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
に
活
用

す
る
』
目
的
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

を
広
く
一
般
公
募
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

選
考
委
員
が
数
点
に
し
ぼ
っ
た
中
か
ら
、
町

民
の
総
選
挙
に
よ
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
決
定
。

2
0
1
4
年
に
開
催
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
コ
ン

ク
ー
ル
を
経
て
、
同
年
7
月
26
日
に
開
催
さ

れ
た
「
金
武
町
ま
つ
り
」
で
名
前
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
名
前
の
「
タ
ー
ム
」
は
モ
チ
ー

フ
と
な
っ
て
い
る
町
特
産
品
の
「
田
芋
」
の

こ
と
で
、「
田
芋
」
を
模
し
た
帽
子
を
か
ぶ
り
、

金
武
町
が
発
祥
の
地
で
あ
る
「
タ
コ
ラ
イ
ス
」

と
町
章
が
描
か
れ
た
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
ま
す
。

語
尾
に
「
タ
ム
ー
」
や
「
タ
ム
ム
ー
」
を
つ

け
た
話
し
言
葉
を
使
い
、
ブ
ロ
グ
で
町
内
の

で
き
ご
と
や
自
身
の
活
動
を
つ
づ
っ
て
い
る

「
金
武
タ
ー
ム
く
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
、
ほ
の

ぼ
の
と
し
た
愛
ら
し
い
笑
顔
で
、
金
武
町
の

魅
力
と
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

もうすぐ90歳のおばあちゃん。得意料理は「ナス
のひこずり」。趣味はフラダンス。好きな歌は水
前寺清子の「365歩のマーチ」。好きな俳優は「ペ・
ヨンジュン」。南阿蘇ことばで話し、語尾によく「～
かな」とつける。

年齢・性別不詳。約800体の兄弟がいる。
意思（石）がかたい性格。特技は“てを
つなぐこと”。餃子とキャベツが好物。走
ることは苦手。「サーフィンが趣味です」
と言ってみたいと思っている。

6月25日生まれ。田芋の妖精。元気いっぱ
いの男の子だが、人前ではあまりしゃべら
ない。金武町の自然の恵みや金武町で作ら
れたものは全部大好き。金武町の魅力や情
報をPRすることが趣味。

　

南
阿
蘇
村
観
光
協
会
が
2
0
0
6
年
に
作

成
し
た
村
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
「
た
だ
の
い
な

か
じ
ゃ
ー
な
か
よ
。」
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
モ

チ
ー
フ
と
し
、
南
阿
蘇
村
環
境
保
全
農
業
推

進
協
議
会
が
地
産
地
消
を
推
進
す
る
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
さ
せ
た
の
が
、「
か
な
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
愛
称
は
、
熊
本
日
日
新

聞
に
て
公
募
を
実
施
し
、
5
0
0
点
を
超
え

る
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
考
し
、
決
定
し
ま

し
た
。
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に
イ
ラ
ス
ト

で
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、「
道
の
駅 

あ
そ
望

の
郷
く
ぎ
の
」
の
「
阿
蘇
五
岳
」
が
一
望
で

き
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
、「
か
な
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

の
像
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
優
し
い
笑
顔
で

訪
れ
る
人
を
迎
え
て
い
ま
す
。
時
に
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加
す
る
た

め
に
出
か
け
る
こ
と
も
あ
り
、
地
産
地
消
の

推
進
だ
け
で
な
く
、
南
阿
蘇
村
の
観
光
P
R

活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

な
べ
　 

た
い
　  

し

き
　 

　
ん  

か
な
ば
あ
ち
ゃ
ん

か
な
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
か
鍋
大
使
く
ん

た
か
鍋
大
使
く
ん
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下
郷
町
は
、
福
島
県
の
西
南
、
南
会
津

地
方
の
東
端
の
山
間
部
、阿
賀
川
（
大
川
）

流
域
に
位
置
し
、
３
１
７
・
04
㎢
の
広
大

な
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。
近
隣
50
㎞
圏

内
に
は
、
県
内
の
中
核
都
市
が
存
在
し
て

お
り
、
中
で
も
南
会
津
郡
の
中
心
で
あ
る

南
会
津
町
や
北
に
隣
接
す
る
会
津
若
松
市

と
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
近
年
で
は
国
道

２
８
９
号
線
の
開
通
に
よ
っ
て
、
白
河
市

方
面
と
の
関
わ
り
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

周
囲
は
標
高
２
、
０
０
０
ｍ
級
の
那
須

山
系
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
町
の
ほ
ぼ

中
央
を
阿
賀
川
が
北
に
流
れ
て
い
ま
す
。

町
の
南
東
部
は
日
光
国
立
公
園
、
ま
た
、

北
東
部
は
大
川
羽
鳥
県
立
自
然
公
園
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
海
側
の
気
候
に
属

し
、
冬
期
間
は
町
の
中
心
部
で
約
30
㎝
、

山
間
部
で
は
１
ｍ
以
上
の
豪
雪
地
帯
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
昼
夜
の
寒
暖
が

大
き
い
気
候
を
い
か
し
た
風
味
豊
か
な

「
そ
ば
」、
会
津
地
方
に
の
み
生
息
す
る
固

有
種
で
あ
る
「
会
津
地
鶏
」
の
他
「
じ
ゅ

う
ね
ん
」
な
ど
が
特
産
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

江
戸
時
代
に
会
津
と
日
光
を
結
ぶ
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
大
内
宿
は
、
１
９
８
１

年
に
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
、
今
で
は
国
内
外
か
ら
の

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
県
内
有
数
の
観
光

地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０

万
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
浸
食
さ
れ
た
奇

岩
群
「
塔
の
へ
つ
り
」
も
そ
の
歴
史
と
神

秘
的
な
景
観
か
ら
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、訪
れ
る
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
阿
賀
川
の
渓
谷
美
、
四
季
折
々

の
美
し
い
山
里
の
風
景
や
湯
量
豊
富
な
湯

野
上
温
泉
な
ど
、
多
く
の
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
た
町
で
も
あ
り
ま
す
。

当
町
は
、
本
年
、
町
制
施
行
70
周
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
飛
躍
的
に
発

展
し
た
こ
れ
ま
で
の
下
郷
町
の
70
年
の
あ

ゆ
み
は
、
先
人
諸
賢
の
偉
業
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
町
民
、
一
人
ひ
と
り
の
熱
意
に
よ

り
、
教
育
文
化
、
観
光
、
産
業
経
済
、
道

路
交
通
網
の
各
方
面
に
わ
た
り
、
大
き
な

繁
栄
と
進
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

誕
生
か
ら
70
年
、
社
会
情
勢
は
高
度
経
済

成
長
と
急
速
な
地
域
開
発
が
推
し
進
め
ら

れ
、
そ
の
中
で
下
郷
町
も
道
路
交
通
網
の

整
備
を
は
じ
め
、
農
業
振
興
、
そ
し
て
観

光
資
源
の
開
発
な
ど
着
々
と
整
備
促
進
が

進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
、
近
年
の
急
速
な
少
子
高
齢

化
や
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
へ
の
変
革
、
東
日

本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
、

復
旧
、
風
評
被
害
の
払
拭
、
国
内
外
が
未

曾
有
の
危
機
に
直
面
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
の
経
済
活
動
、
地
球

規
模
の
気
候
変
動
や
近
年
頻
発
し
て
い
る

自
然
災
害
な
ど
、
か
つ
て
の
先
人
た
ち
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
の
大
き
な
転

換
期
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
す
る
行
政
課
題
も
複
雑
化
、

多
様
化
の
傾
向
に
あ
り
、
行
政
運
営
は
ま

す
ま
す
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
数
多
く
の
課
題
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
今
、
当
町
は
、
新
た
な
創
生

へ
向
け
た
取
組
を
推
進
し
、「
魅
力
溢
れ

る
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
下
郷
」
を
め
ざ
し
、

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
で
あ
る
下
郷
が
夢
や
希
望
に
満

ち
溢
れ
た
未
来
を
描
け
る
場
所
に
な
る
よ

う
、
国
・
県
・
関
係
機
関
、
町
議
会
を
は

じ
め
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
町
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
中
に
お
い
て
、
現
在
整
備
が
進
ん

で
い
る
会
津
縦
貫
南
道
路
は
、
同
じ
地
域

高
規
格
道
路
計
画
路
線
の
会
津
縦
貫
北
道

路
と
と
も
に
、
栃
木
県
西
部
・
会
津
路
を

結
ぶ
高
速
交
通
路
線
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

会
津
縦
貫
道
路
を
縦
軸
と
し
、
新
潟
県
か

ら
い
わ
き
市
へ
、
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本

海
か
ら
太
平
洋
へ
延
び
る
国
道
の
整
備
が

進
め
ば
、こ
の
国
道
を
横
軸
と
し
た
場
合
、

当
町
が
縦
軸
と
横
軸
が
交
わ
る
交
通
の
要

と
な
り
得
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
当
町
は
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
少

子
高
齢
化
が
進
む
町
で
あ
り
ま
す
が
、
県

内
有
数
の
観
光
地
に
恵
ま
れ
、
年
間
観
光

入
れ
込
み
客
数
は
１
０
０
万
人
以
上
で
あ

り
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
町
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
当
町
が
め
ざ

す
方
向
性
と
し
て
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
施
策
が

必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
度
の
町
制
施
行
70
周
年
を
新
た
な

飛
躍
の
年
と
位
置
づ
け
、
先
人
た
ち
が
こ

れ
ま
で
築
き
上
げ
た
優
れ
た
業
績
と
貴
重

な
文
化
遺
産
を
糧
と
し
、
町
民
と
全
国
に

誇
れ
る
魅
力
あ
る
下
郷
町
を
築
き
上
げ
て

い
き
ま
す
。

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
未
来
へ

　
　
　
つ
な
ぐ
ま
ち
　
下
郷

星ほ
し

　
　
学ま

な
ぶ

福
島
県
下し

も

郷ご
う

町
長
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